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当社子会社（株式会社クリエアナブキ）における業績予想の修正のお知らせ 

 

 

 当社子会社の株式会社クリエアナブキでは、平成 19 年 11 月９日に公表しました平成 20 年３

月期（平成 19 年４月１日～平成 20 年３月 31 日）の業績予想について、別紙のとおり修正いた

しましたので、お知らせいたします。 

 なお、この修正を含めた当社の連結業績予想につきましては、適時開示の必要性が生じた際に、

あらためてお知らせいたします。 

 

以  上 
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平成 20 年 ５ 月 ９ 日 

各      位 

会 社 名 株 式 会 社 ク リ エ ア ナ ブ キ  

代表者名 代表取締役社長   藏   田     徹 

(ＪＡＳＤＡＱ・コード番号  4336) 

問合せ先 取締役管理本部長 山 之 内     茂 

Ｔ Ｅ Ｌ . 0 8 7 - 8 2 2 - 8 8 9 8 ( 代 表 ) 

 

平成 20 年３月期 通期（連結・個別）業績予想との差異に関するお知らせ 

 

平成20年３月期（平成19年４月１日～平成20年３月31日）の業績について、平成19年11月９日付「平成20年

３月期中間（連結・個別）業績予想との差異及び通期（連結・個別）業績予想の修正並びに特別利益及び特別

損失の発生に関するお知らせ」（以下「前回修正開示資料」という）及び同年11月14日付「平成20年３月期  

中間決算短信」にて発表しました業績予想を、下記のとおり、修正いたします。 

なお、前回修正開示資料にて発表しましたとおり、平成20年３月期（連結・個別）には、特別利益及び特別

損失が発生しております。 

また、期末配当については、平成19年５月18日付「平成19年３月期 決算短信」にて発表しました予想（１

株当たり1,200円00銭）に変更はありません。 

記 

 

１．平成 20 年３月期 連結業績予想の修正等 

 

 (1) 通 期（平成 19 年４月１日～平成 20 年３月 31 日） 

                                        （単位：百万円） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当期純利益 

前回予想（Ａ） ７，８６７ ７８ ７９ ４１

今回修正（Ｂ） ７，７０９ ４３ ４９ ４２

増 減 額（Ｂ－Ａ） △ １５７ △ ３４ △ ２９ ＋ １

増 減 率 △ ２．０％ △ ４４．９％ △ ３７．７％ ＋ ２．９％

（ご参考） 

前期実績（平成 19 年３月期） 
７，６４０ １２７ １４４ ３８

 

(2) 修正理由 

平成 20 年３月期の連結業績については、① 同業他社との競合激化により、四国以外の営業エリアで

主力事業（一般労働者派遣事業）の収益が伸び悩んだこと、② 特定子会社（平成 19 年５月 29 日に解

散、同年 12 月 19 日に清算結了した㈱ＡＩＣＯＮ）の連結対象期間における業績が予想を下回ったこと

から、景気回復下での需要増加を前提に作成した当初予想を期中に修正しました。しかし、信用度の低

い個人向け住宅融資（サブプライムローン）問題の発生などを受けて、景気の先行きが懸念されるなか、

特に中国エリアにおいて派遣売上が低迷を続けたため、当期純利益以外の各項目で、前回予想を下回る

見込みです。 

一方、経常利益から法人税などを加除した当期純利益については、㈱ＡＩＣＯＮの清算に伴う税法上

の損金算入額が前回修正開示資料発表時の想定と異なった結果、法人税等と法人税等調整額の合算額が

想定より減少し、前回予想を僅かながら上回る見込みです。 

なお、当社では、中国エリアでの業績不振が今回修正の主因となったことを踏まえて、平成 20 年１月

以降、島根県松江市、愛媛県新居浜市、山口県山口市の３都市に支店を開設するなど、主たる営業エリ

アである四国も含めた「中四国」全域での営業体制の強化を進めております。 
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２．平成 20 年３月期 個別業績予想の修正等 

 

 (1) 通 期（平成 19 年４月１日～平成 20 年３月 31 日） 

                                        （単位：百万円） 

       売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当期純利益 

前回予想（Ａ） ７，６７５ １４２ １４７ ８２

今回修正（Ｂ） ７，５０９ １１２ １１７ ７０

増 減 額（Ｂ－Ａ） △ １６５ △ ２９ △ ２９ △ １１

増 減 率 △ ２．１％ △ ２１．３％ △ ２０．１％ △ １５．２％

（ご参考） 

前期実績（平成 19 年３月期） 
７，４７３ ２１２ ２２６ ３

 

(2) 修正理由 

平成 20 年３月期の個別業績は、「１．平成 20 年３月期 連結業績予想の修正等 (2) 修正理由」に記載

のとおり、中国エリアでの派遣売上の低迷などから、全ての項目で、前回予想を下回る見込みです。 

なお、個別業績においては、特別利益として貸倒引当金戻入 81 百万円（前回修正開示資料では「貸倒

引当金戻入 80 百万円」と発表）、特別損失として子会社株式評価損 51 百万円（前回修正開示資料では

「減損損失 51 百万円」と発表）が発生しております。 

 

 

（注） 本資料に記載されている将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前

提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 

 

 

以  上 




